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ム
）」を
使
い
、東
京
都
の
シ
ス

テ
ム
会
社
・Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｒ

が
分
析
し
ま
す
。

生
産
量
の
予
測
は
、集
出
荷

場
の
出
荷
量
や
等
階
級
な
ど

過
去
２
年
以
上
の
選
果
デ
ー

タ
と
最
新
の
地
域
の
気
象
状

況
を
基
に
、Ａ
Ｉ
で
分
析
し
割

り
出
し
ま
す
。県
環
境
農
業
推

進
課
に
よ
る
と
、数
年
後
に

は
、生
産
者
ご
と
の
ハ
ウ
ス
内

の
温
度
や
湿
度
な
ど
の
環
境

情
報
や
着
花
、着
果
数
を
Ａ
Ｉ

の
予
測
に
取
り
入
れ
、精
度
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
し
、農

家
が
一
目
見
て
分
か
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。出
荷
量
や

等
階
級
、出
荷
物
の
長
さ
、太

さ
な
ど
個
人
の
成
績
と
部
会

知
県
は
富
士
通
な
ど
と
共
同
で
、農
作
物
の
生
育
か
ら

出
荷
ま
で
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
、人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を
活

用
し
て
最
長
３
週
間
先
の
生
産
量
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
ま
し
た
。品
目
は
ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、ピ
ー
マ
ン
。Ｊ
Ａ
も

協
力
し
、今
月
か
ら
、県
内
６
０
０
戸
の
施
設
園
芸
農
家
で
実

証
試
験
を
始
め
、３
月
か
ら
本
運
用
す
る
計
画
で
す
。生
産

量
の
高
精
度
予
測
で
、予
約
相
対
取
引
の
拡
大
が
見
込
め
、

農
家
所
得
の
安
定
に
つ
な
げ
ま
す
。

高

シ
ス
テ
ム
名
は「
高
知
県
園

芸
品
生
産
予
測
シ
ス
テ
ム
」。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
生
産
量
を

予
測
す
る
試
み
は
全
国
で
も

珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。実
施

地
域
と
品
目
は
安
芸
市
、芸

西
村
で
ナ
ス
、安
芸
市
で
ピ
ー

マ
ン
、高
知
市
で
キ
ュ
ウ
リ
。富

士
通
が
開
発
し
た
生
産
管
理

シ
ス
テ
ム「
Ａ
ｋ
ｉ
ｓ
ａ
ｉ
Ｐ
Ｆ

（
ア
キ
サ
イ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

平
均
と
比
較
で
き
ま
す
。そ
の

比
較
で
、農
家
に
栽
培
管
理
の

改
善
点
の
気
付
き
を
促
し
ま

す
。農
家
の
他
、県
の
普
及
員

や
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
担
当
者

が
デ
ー
タ
を
閲
覧
し
、栽
培
指

導
に
役
立
て
ま
す
。

今月の話題

予
約
相
対
拡
大
へ  

蓄
積
デ
ー
タ
活
用

高
知
県
な
ど　

果
菜
類
で

Ａ
Ｉ
使
い
３
週
間
先
ま
で
収
量
予
測

改正出入国管理法
（入管法）

　改正入管法により、４月から「特定技能１号」が
創設されます。この在留資格により、農業では、
外国人が通算５年を上限に働くことができます。
外国人は一定の技能や日本語能力を問う試験へ
の合格が必要ですが、３年間の技能実習修了者
の試験は免除されます。農業では既に６万８０００
人の外国人が技能実習を修了し帰国済みです。
農水省はそうした外国人の受け入れを見込み、農
業での受け入れは改正法施行以降、速やかに可
能になるとの見通しを示しています。

「高知県園芸品生産予測システム」のイメージ図
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J Aバンクは地域の担い手を応援します
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特製ポタージュ　ランナーにＰＲ
　伊賀市内を駆け抜ける「２０１８忍者の里伊賀上野シ
ティマラソン」が１１月下旬、開かれ、今年は初めてＪＡい
がふるさとや同市などが連携して開発した地元アスパラ
ガスを使った商品「伊賀グリーンアスパラポタージュ」が
ランナーらに振る舞われ、伊賀の産品を集まった参加者
へＰＲした。アスパラに含まれるアスパラギン酸は疲労回
復に良く、新陳代謝を促進する効果を持つといわれてい
る。ランナーや市立上野西小学校を訪れた人に計２０００
杯が振る舞われた。 （2018/12/14 ワイド１東海）

ＪＡいがふるさと

白ネギ拡大後押し　県内最大作付け　農家も増
　鈴鹿農協白ネギ部会は１１月下旬、西部営農センター
で白ネギの目ぞろえ会を開いた。同部会の白ネギは、県内
流通量の約７割のシェアを占める。２０１５年に新規就農
や規模拡大にかかる費用の一部をＪＡが助成する営農振
興基金を設立し、産地化の取り組みを進め、総作付面積
は１３.５ヘクタールと県内最大。今年は新たに４人の生産
者が加わり、３６人が北勢公設地方卸売市場などへの出
荷を中心に産地育成に取り組む。 （2018/12/5 ワイド２東海）

ＪＡ鈴鹿

農業用ドローン試験　中山間地の助っ人に
　ＪＡ三重中央は１２月上旬、津市美杉町の圃場（ほじょ
う）で、農薬散布用の産業用マルチローター（農業用ド
ローン＝小型無人飛行機）のデモフライトを行った。主に
中山間地で来年度に導入する予定。導入に向けて実際
に圃場の上を飛行し、農薬の代わりに水を散布して機体
の性能などを確認した。ＪＡ職員と地域生産者、行政、メー
カー関係者ら約３０人が参加。産業用マルチローターの
機体は小型で軽量、現行の産業用無人ヘリコプターと比
べるとコストも低い。農薬散布時に吹き下ろす風圧は少
なく、作物の倒伏を抑えられる。

ＪＡ三重中央

（2018/12/19 ワイド１東海）

（日本農業新聞より）県内NEWS

田
の
地
力
を
維
持
・
増

進
す
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
有
機
物
。有
機
物
は
、土

壌
中
の
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
分
解
さ
れ
、作
物
の
生
産
性

や
品
質
を
高
め
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。

　
県
内
の
水
田
で
は
こ
れ
ま

で
、稲
わ
ら
が
有
機
物
と
し
て

投
入
さ
れ
、土
壌
環
境
が
維
持

さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、近

年
の
気
温
上
昇
に
よ
り
微
生

物
の
働
き
が
活
性
化
す
る
な

ど
し
て
、土
壌
中
の
有
機
物
の

分
解
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
実
際
、
津
地
方
気
象
台
観

測
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
２
０
１

５
年
を
起
点
と
し
た
過
去
30

年
間
の
年
間
平
均
気
温
は
、

１
９
９
０
年
を
起
点
と
し
た

も
の
に
比
べ
、
約
１
度
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
三
重
県
農
業
研
究

所
は
、
土
壌
中
炭
素
量
予
測

モ
デ
ル
を
用
い
て
気
温
と
土
壌

中
有
機
物
の
関
連
を
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
土
壌

中
の
有
機
物
量
を
維
持
・
増

進
す
る
た
め
に
は
、
稲
わ
ら
全

量
還
元
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

堆
肥
（
た
い
ひ
）
を
年
間
お
よ

そ
０・５
〜
１・０
㌧
／
10
㌃

投
入
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、
10
㌃

あ
た
り
４
５
０
㌔
の
稲
わ
ら

（
炭
素
相
当
量
１
８
０
㌕
）
が

水 温
暖
化
で
水
田
土
壌
中
の
有
機
物
が
不
足
す
る
恐
れ

稲
わ
ら
に
加
え
堆
肥
等
の
投
入
不
可
欠

このコーナーは、三重県農業研究所の「研
究成果情報」に基づき制作し、県内に広く
研究成果を紹介します。

三重県農業研究所　フード・循環研究課　☎ 0598-42-6361お問い
合わせ先

全
て
還
元
さ
れ
た
場
合
、
１

９
９
０
年
に
お
け
る
気
温
条
件

で
は
今
後
50
年
間
で
減
少
す

る
土
壌
炭
素
量
（
推
定
）
は

１
３
０
㌕
／
10
㌃
で
す
が
、
平

均
気
温
が
１
度
上
昇
し
て
い
る

２
０
１
５
年
に
お
け
る
条
件
で

は
、
減
少
す
る
土
壌
炭
素
量

は
２
７
０
㌕
／
10
㌃
と
な
り
、

お
よ
そ
２
倍
の
速
さ
で
土
壌
中

炭
素
が
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
結
果
で
は
、
気
温

の
上
昇
が
進
む
と
予
想
さ
れ

る
中
で
、
水
田
の
有
機
物
量

を
維
持
・
増
進
す
る
た
め
に

は
、
稲
わ
ら
全
量
還
元
に
加

え
、
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
の

投
入
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

モ
デ
ル
は
農
業
研
究
所
内
の
水

田
で
行
わ
れ
た
デ
ー
タ
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
現
地
で
の
気

象
状
況
や
土
壌
の
種
類
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
土
づ
く
り
に
関
す
る

推
進
活
動
への
活
用
に
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

50年間の土壌中炭素減少量の年代別比較
改良ＲｏｔｈＣモデル（Shirato&Yokozawa, 2005）を活用した予測
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実質
保証料

◆トラクターなどの
   農業用機械の購入資金
◆栽培用ハウス・畜舎など
   農業用施設の建設資金
◆その他農業経営に必要な資金

対象期間／平成30年4月2日～平成31年3月29日

円

※JAバンク利子補給・
当JA金利引き下げ後の
ご負担金利は0.2％を下
回らないように調整され
ます。
※イメージは実際とは異
なる場合がございます。
詳しくはお近くのJAバン
クまでお問い合わせくだ
さい。
※JAバンク保証料助成
により、実質保証料が0
円となります。

農業者の皆様のご負担金利を5年間軽減いたします。

利子補給および金利引き下げの適用イメージ～変動金利型の場合～

ー ＝
詳しくは、お近くのJAバンク窓口までお問い合わせください。http://www.jamie.or.jp/jabanking/agri/

《お借入金利》

年１％変動
金利

 年0.2％実質

年0.8％
《JAバンク利子補給・
　　　　金利引き下げ》

５年間
JAバンク利子補給制度●と
当JA金利引き下げ●措置の対象となります。

3年間

2年間

平成30年12月現在

農業経営資金
農業を営むすべての方に


